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春の訪れ

春の花といえば、桜をイメージしますが、

3月の中旬から下旬にかけ、梅の花ガ満開を

迎えまし定。

梅の花は別名、春告げ草。その名のとおり

一足早く春の訪れを告げるように、かれんな

花を咲かせていまし定。

⑥広報れひは資源憾のため再生紙を使用しています



059万円62億1甲感③午昌号a
－也曾由治旬

朝
日
町
の
平
成

8
年
度
の
予
算
、
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
寸
豊
か
な
自
然

と
文
化
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
が
あ
さ

ひ
と
の
実
現
を
目
指
し
て
、
向
こ
う
4
1

年
間
の
寸
町
の
台
所
L

を
ま
か
な
う
も

の
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
深
い
つ
な

が
り
、
か
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
合
回
は
、
「
財
政
の
こ
と
な
ら

お
ま
か
せ
」
と
い
う
夫
と
、
「
町
の
予
算

は
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い
L

と
い
う
妻

巳
登
場
し
て
も
ら
い
、
町
の
平
成

8
年

度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

町
的
予
算
博
基
本
的
に
陪

我
が
家
め
家
計
簿
と
同
じ

－
m
JhJ

町
の
家
計
簿

価
山
科
三

ーの
や
り
く
り
の
こ
と
な
ん
だ
。

蔵
人
は
年
間
の
収
入
、
地
山

は
年
間
の
支
州
の
こ
と
で
、
基
本
的

に
は
我
が
家
の
や
り
く
り
と
変
わ
ら

な
い
ん
だ
。
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
使
い
た
く
て
も
子
算
に
は
限
度

が
あ
る
し
、
何
よ
り
も
、
み
ん
な
の

《
税
金
な
ん
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
し
た

計
岡
や
方
針
に
基
づ
い
て
、
有
効
に

使
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
。

則

タ

そ

う

ね

、
町
の
仕
事
は
教

a

，a富岡
や
保
健

・
福
祉
、
道
路
な

ど
、
私
た
ち
み
ん
な
の
生
活

予
算
と
は
、

分担金及び負担金
2億1.073万円（3.4%)

使用料及び手数料
8,719万円（1.4%)

t量定基金ほか8,973万円（1.5%)

， 
地方交付税
19$7,000万円
(31.7%) 

地方議与税 1{:意3,200万円（2.1%)

自動車取得税交付金ほか1億400万円（1.7%)

各会計の予算額

会一般会計総額62億1,059万円

会特別会計総額33億l,188万円
・国民健康保険 10億5.671万円

．老人保健医療事業四億8.481万円

・笹川診療所 1.280万円

・宮崎診療所 1.130万円

・境診療所 卜440万円

・山崎診療所 2.757万円

・簡易水道 3.708万円

・下水道 5.838万円

．公共用地先行取得等事業

416万円

428万円

39万円

に、

依
扱
関
係
あ
る
も
の
ば
か
り
だ

わ
。
そ
し
て
、
ミ
れ
ら
の
費
用
は
私

た
ち
の
税
金
な
ん
だ
か
ら
、
有
効
に

使
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
ら
ら
わ
な
き
ゃ
同
る
も
の
ね
。

－
m／
γ

町
の
家
計
符
に
は
小
引
の
よ
ぷ

側
際
警
の
よ
う
に
、
川
の
恭
本
的
な

行
政
巡
常
に
使
わ
れ
る

一
般

会
計
と
、
阿
民
健
康
保
険
な
ど
の
特

定
の
け
的
に
使
わ
れ
る
特
別
会
川
、

あ
さ
ひ
総
八
円
病
院
の
巡
れ
に
使
わ
れ

る
企
業
会
計
の

3
つ
に
分
州
制
さ
れ
る

ん
だ
。
こ
れ
ら
を
令
計
す
る
と
、

町

が
1
年
間
に
使
う
お
全
は
1
2
1
億

8
、
2
3
2
万
円
に
な
る
ん
だ
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
、

一
般
会
計
に

つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

町
民

1
人
当
た
り
め
予
算

博
お
よ
渇
部
万

8
干
円

－
R
／

、

ま

ず

、
今
年
度
の
予
算
総
額

型

警

は

位

億

1
、
0
5
9
万
円
。

昨
年
度
に
比
べ
て
4

・
6
%

予
算
が
わ
か
れ
隊

町
的
動
帯
、
が
見
え
マ
く
る

町
の
，r算
っ
て
如
し
く
つ

同
川
…6
一

a・
m・罵
て
、

思
っ
て
い
た
け
ど
我
が
家
の

私
に
は
わ
か
ら
な
い
と

家
計
と
同
じ
、
』
と
な
の
ね
。
さ
て

次
に
歳
出
だ
け
ど
、

左
上
の
蔵
品
の

グ
ラ
フ
を
見
る
と
ど
ん
な
こ
と
が
わ

か
る
の
か
し
ら
。

期

宮

崎

町
が
行
う
が
業
は
誌
が

ほ
件
当
多
く
、

－
午
で
終
わ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、

句
作
十
就
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る

J

J

－。

ノ
f
J
Jま
ち
づ
く
り
を
充
実
さ
せ
る
に
は

長
い
時
間
が
必
要
だ
。

つ
ま
り

の
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば

ま
ち
づ
く
り

の
方
向
が
見
え
て
く
る
ん
だ
。

－
J

…io
－
 

a－
昼
．
今
年
度
は
川
ハ体
的
に
ど
ん
な

な
る
ほ
ど

そ
れ
じ
ゃ

こ
と
が
計
州
さ
れ
て
い
る
か

ー

γ句
。

蔵
山
の
中
で
杭
も
大
き
な

割

平

訓

A
H
を
占
め
て
い
る
の
が
民

生
賀
な
ん
だ
。
こ
れ
は
福
祉

関
係
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、

議
出
の

口

・
9
%を
上
円
め
て
い
る
ん
だ
。
今

年
度
は
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き

が
い

対
策
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
設
立
す
る
ほ
か
、

的
歳
未

渦
の
吸
い
ほ
身
体
附
存
者
叩
J

に
紙
お
む

・南部外二地区用水

．加藤奨学資金

会病院事業会計26億5.985万円
（企業会計）

121億問万円｜陸空

の
滅
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に

さ
と
小
学
校
体
育
館
」
と

「文
教
ゾ

ー
ン
柊
備
事
業
」
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
る
減
な
ん
だ
。
ち
な
み
に
今
年

度
の

f
川
県
相
を
l
附
併
に
杭
せ
ば
、

約
1
1
9
万

6
下
川
。
町
民
l
人
中
ー

た
り
で
は
、
お
よ
そ
何
万

8
千
川
に

な
る
ん
だ
。
次
の

ペ
ー
ジ
の
た
上
、

歳
入
の
グ
ラ
フ
が
、
久
刊
頃
川
と
そ
の

金
額
な
ど
を
表
し
た
も
の
だ
。

陣
式
U

な
る
ほ
ど
、
川
に
人
っ
て

a肝
厭

く
る
お
令
に
は
税
金
の
ほ
か

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
ね
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
向

主
財
源
や
依
存
財
源
は
、
ど
う
い
う

意
味
が
あ
る
の
か
し
ら
。

－
n
f
向
主
財
源
と
は
問
税
の
よ

ト
パ
。
昔

、つに
、
町
が
独
自
に
調
達
で

き
る
お
金
の
こ
と
。
自
主
財

源
の
な
か
で
最
も
大
き
い
の
が
こ
の

町
税
で
、

全
体
の
ぬ

・
9
%を
占
め

て
い
る
ね
。
そ
の
ほ
か
諸
収
入
や
保

育
料
な
ど
の
分
担
金

・
負
担
合
、
ま

『
さ
み

つ
や
寝
川
ハ
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

新
た
に
完
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
。

総
務
官
は
家
庭
で
い
え
ば

剛
一
つ
宇

d

－s竃
ルh
活
現
な
ど
、

の
た
め
の
基
本
的
な
費
用
の

役
場
の
泌
営

こ
と
ね
。

庁
合
の
維
持
管
理
費
の
は

、危司
』、

ヵ
ー

選
挙
事
務
の
費
用
な
ど
も
あ

る
わ
。
ま
た
、
今
年
度
は
結
婚
相
談

に
関
す
る
結
脈
問
題
支
控
ト
小
業
の
湖

A
H
や、

防
災
計
州
の
見
直
し
と
検
証

防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
A
L
ド

配
布
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
わ
。

p
a

－－r
j

、、

f
t
L
 

次
の
公
的
自
は
、

的
入
金

割

￥

の

返

済
に
当
て
り
札
る
費
用

の
こ
と
だ
。
そ
の
ほ
か
農
林

水
産
業
費
に
は
、

農
作
業
の
低
コ
ス

ト

・
省
力
化
に
向
け
た
「
無
人

へ
リ

コ
フ
タ
l
」

の
導
入
や
、

引
き
続
き

「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」

東
京
以
街
の

に
山
山
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ね
。

仁
木
山
M

は、

道
路
な
ど
都

おお』トi
合基
rJ) 型装
こ グ〉

と柊
ね合；；i
。lこ
使
わ
れ
る

今
年
度
は

清
帰
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
や
、

ド
ァド

通
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
わ
。

こ

の
ほ
か
沼
保
新
上
地
区
画
整
理
事
業

も
新
し
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
ね
。

術
品
甲
山
は
が
ん
検
診
や
チ

鞠

子
ど
も
の
チ
防
接
種
な
ど
の
ほ

か
に
ゴ
ミ

・
し
尿
の
処
理
に

か
か
る
賀
川
も
あ
る
ん
だ
。

今
年
度

-

た
、
公
営
住
宅
の
家
賃
な
ど
の
使
用

料

・
手
数
料
な
ど
が
あ
る
ね
。

嶋

説
「
項
目
か
ら
考
え
る
と
、
依

aR－－
存
財
源
と
は
自
主
財
源
で
f
小

足
す
る
分
を
、
国
や
県
が
交

付
す
る
お
金
の
こ
と
の
よ
う
だ
わ
ね
。

－
mど
そ

の

と

お

リ
。
こ
の
依
存

向
応
宝
財
源
の
中
で

－
番
大
き
い
の

が
地
方
交
付
税
。
全
体
の
訂

・
7
%
を
山
め
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ

は
、
悶
が
国
税
と
し
て
集
め
た
お
金
を

川
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
配
分
す
る

も
の
だ
。
そ
の
ほ
か
、
川
や
県
か
ら
の

お
菜
に
対
す
る
補
助
全
が
削
一伸
文
山

令
一
や
川町
文
川
令
。
ま
た
、
町
仙
と
は
、

川
が
大
き
な
引
業
を
す
る
と
き
に
、

内
容
に
応
じ
て
制
な
ど
か
ら
川
り
る

お
令
の
、
」
と
な
ん
だ
。

嶋

羽
「

孜
が
家
の
家
計
簿
と

M
じ

d
E
E・

で
、
蔵
人
は
依
ト
作
財
似
よ
り

自
主
財
似
の
比
率
が
一日間
い
ほ

う
が
叫で
ま
し
い
の
ね
。5.000 I .. j • •• • l…ι 

百万円
7.醐 レー…

一般会計の推移（鍛jfr5柑 j)

8年度7年度6年度5年度4年度
3.000 

も
引
き
続
き
ゴ
ミ
減
盆
一
・
資
源
化
推

進
を
阪
附
す
る
ほ
か
、

や
「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
」
ー、
コ‘

も.；，.
d十~
l’t11ご二

F~ れい
は次る
教にね

背教
1守
；文；費
イヒ アご
lこけ
使ど
わ
れこ

る
お
金
の
、」
と
ね
。

今
年
は
2
校
伺

の
統
合
小
学
校
建
設
に
向
け
、

基
本

構
想
の
策
定
を
行
う
の
ね
。

・2

、ハ
V
『

4
，a

』＋晶
、

11

1

j

L

l

 

こ
の
ほ

副
民
文
化
祭
と
や

ま
Mm

「
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ

ス
テ
ィ
パ
ル
」
が
川
川附
さ
れ
る
わ
。

い
ろ
ん
な
事
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
使

い
み
が
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
全
体
的

に
児
る
と
今
年
伎
の
予
算
は
、
町
民

に
道
着
し
た
社
会
基
繋
純
設
の
慾
備

な
ど
大
型
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
、
夢
を
か
た
ち
に
す
る
予

算
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

次
品
川
べ

l
U
T除
、
予
算

を
ざ
ら
に
詳
し
く
紹
介

－開
y
－

町
の
行
政
運
常
に
は
、
た

型

受

く

さ
ん
の
お
金
が
必
要
な
ん

も
ら
ろ
ん

住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
私
た
ち

人
ひ
と
り
の
参
加
が

大
き
な
カ
に

な
る
と
い
、
え
る
ね
。

次
の
ペ

ー
ジ
で
は

魚
津
町
長
の

施
政
方
針
を
は
じ
め

平
成

8
年
度

の
子
算
を
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
て

あ
る
ん
だ
。

・B



・3

ζのよラtと使りまヲ
これは、 3JI議会定例全で魚津町

長が表明した「施政方針」のlゃから

施策の概要をまとめたものです。

町政は信実1；：進展

在、が町長に就任して、J01ドになろ

うとしております。この問、 lllf民総

参加｜のPITづく りをモットーに.m施策
の推進に全力をH：いできました。

昭和61年策定の r新総合計画」で

は、『統合小学校建設J「都市計画街

路宅芸術」「開f；~，；住宅控設」等を、平成

3 ＇.ド策定 の「第2i大基本計同」には、

｜町長の施政方針1
られた：事業については者－~：に進展し ： 宅建設の基本計l喝策定など、町民の

ました。特に千成7年度は、さみさ ：生活に密着した社会基盤施設の整備

と小学校の竣」；、文教ゾーン格備＇Ii：について大型プロジェクトをスター

業の完成など、「新総作計l!lilJの最終 ：トさせます。

年度を飾るにふさわしい4J~業が完T : また、｜埠宮古への紙おむつ支給や
した年でした。 ：品業の無人ヘリコプター導入荷n助、

：結婚問題支援事業調査など栴枇や産

夢をかたち！こする予算； ：業、地域活性化など新たな事業につ

今年度は、「第3次判11111r総合計 ：いても取り組むなど、町民の皆さん

両…夢産地 ・新ill：紀のデザイン」が；のニーズに応えるような予算編成と

スタートする年であることから、r泣

かな自然と文化、活気あふれるまち

“あさひ”』の実現をめざし、事業の

なっています。

「文教ゾーン施設整備Jr民間ショ ッ i推進を凶ります。

なお、以下では、歳出予算の概要

について、私が錫げる「人づくりJ

「町づくりJ f産業づくり」の3つの

施策の柱を中心に説明します。ピングセンタ一盛設J等が錫げてあ ； 中でも下水道事業の事業認”f、十．

リ、よれらの「新総合計画」に揚げ ；地区画整理事業の組合設立、町常住

を設立するほか、 65歳未満のOJI:度

人づくり一一健康で心豊かなII ｜：身体障害者等に紙おむつ支給や寝具
文化のまちづく j ．丸洗いサービス事業を新たに実施し

ます。

健康づくり事業については、受診

率の低いがん検訟の受診準1l1JI：＇こ向

けて啓発活動を強化するほか、 4:.ir:-

む引き続き、健康祭を開H＊します。
教育と文化については、小’下校の

整備と して、 2校日の統合小学校姶

設に向け、基本精想の策定等をIiい

ます。また、小中学校の社会科でifi

期している 「朝日町の歴史」を改訂

福祉の充実については、福祉セン します。このほか、10)-Jには、 l司民

ターをはじめとする公共施設の トイ 文化祭とやま’96「ヤングミ ュージγ

レについて、 一部を洋式化する施設 クフェステイノ〈ル」を開催するとと

改善を行・います。また、 地域の身近 もに、ふるさと美術館では、似合足

なところで福祉を支えていただく組 ；光の特別展を実施するなど、作樋イ

織を育成するため、「地域稿枇活動振 ペントを通じて文化のまち”あさひ” ：

興事業」を令地区で実純します。 さ をPRしていきます。

らに、高齢者の社会参加と金きがい ＝社会福祉担

対策として、シルバー人材センター 。地域福祉 7,812千円

。児竜福祉 542,545千円

。，：＇：i齢者福祉 416,850千円

。ll市有者福祉 167' 103千問

＝健康づくり＝

。健康増進対策 50,350千円

。伝染病予防 8,967千円

。健康祭 2,031千円

。繰m1ii: 
国民健康保険 67,000千円

老人保険 109,626千円

会診療所 13,642千円

病院事業 119,040千円

＝教育 ・文化＝

。小学校環境整備 6,707千円

の「朝H町の賂史」改訂版発行

2,884千円

。｜詞民文化祭開催 4,392千円

。文化体育振興公社委託

97,045千円

。｜五｜際交流の推進 3,777千円

。友好都市交流 797千円

町 安らぎとうるおい
づくり一一

のあるまちづくり

・衛生費 ・土木費 ・消防'Cl・
4:活環境については、 美化モデル

地区事業を引き続き実施し、環境美

化・清掃実践活動を推進するととも

に「こ’み袋の指定制」「資源物の川収」

などのごみj成立・資淑化推進事業を

柏崎的に展開するほか、「ごみ教室J

「リサイ クルフェアJrごみゼロの日 J

を実施します。 このほか下水道事業

については、本年度中に事業認nfを

得て、事業に若手できるよ うに努め

ます。

防災 ・消防・救急の充実について

は、地域防災計画の見直し ・検証を

行い、防災マニュアルを全戸配合iす

腿宙~gm~~~吉田
単語午機」等の高度救急機材の充実を

t封｜ります。 ： 

都iii基盤については、現在、整備中

の泌坂下野金山線を8年度に、大家

！主焼却JJ.品線を 9年度に完成するよう

事業を推進するとともに、 iH保新t

JIJ!.lfiifiJ；桂月E耶業の促進に努めます。

また、入居者のニーズにあわせた公

共住宅や、－日r・M・センターの余熱利用

を中心とする施設と周辺環境務備の

基本設J「を行います。

。ごみ減量 ・ 資源化推進－~i業

。繰出金

簡易水道事業

下水道事業

。地域防災計曲策定

3,488千円

15,144千円

32,882千川

1 ,894千円

。消防ポンプ自動中指令中購入

15,000千円

。救急業務高度化資機材控備本業

4,514千円

＝都市基盤＝

。道路整備臨時事業 135,576千円

。地方特定道路整備が業

230,020千円

。公共住宅基本計岡策定

1'545千円

。情婦センターl司辺整備事業

るほか、消防ポンプ自動車、消防指 ；＝生活環境＝

令車を更新するとともに、「自動心肺； 。治制事業

61,280千円

。H-H県新 1－＿地l又幽幣.PR~Ji業
56,292千円 ； 20,000千円

産業づくり－ 活気とにぎわい
粛 のあるまちづくり

路 農林水産業費 ・商工費 績

農業では、農作業の低コスト ・＇(i

力化に向けた「無人ヘリコプタ－J

や地域特産物の生産振興を阿る機械

施設の導入等に加え、消費者ニーズ

に対応した地域特産物の開発 ・研究

に取り組むととらに、引き続き 「ふ

るさとプラザ」に出店し、地域特員長

品の販売に努めます。

林業：では林道事業の促進に努める

とともに、T1林事業にも積極的に取

リ車flむほか、林業の担い手の確保 ・

育成を｜司ります。

ポ産業では、引き続き広崎漁港整

備 ‘JU~の促進に努めるととちに、 ヒ

ラメの崎市欣流に対して助成を行い

ます。

商工業では、従来からの経営安定

施策を！瞬間する一方、商店街におけ

る街路灯設置補助やイベント事業へ

の助成を引き続き行います。

＝産業振興＝

。農業振興 34 '611千問

。水川日出活性化対策 22 '704千PJ

。ふるさとプラザ出店 10,983千円

。林道半業 46,481千円

。宮崎漁港整備 24,000千円

。中小商業活性化基金助成＃業

2, 150千円

。商業基盤施設整備事業 1,187千円

。冬のイベント開催 1,000千円

。 県立自然公国整備~業

11 ,000千円

観光では、滞在到 ・通年観光をめ ； n 「歴史の皇」整備事業 217,007千同

ざし、キャンぺーンによる観光客誘 U •- I 

｜町政の推進のために ｜
致に努めるとともに、新しい座向で ：｜ 一二千」

「冬のイベン 卜」を実施するほか、 ：務総務費等 問

者111行総化とやまフェアの「市町村の ；結婚問題支援事業調査 200千円

円Jに参加します。さらに、引き続； oA化推進事業
き「時比：の旦」の整備を進めるとと：広域行政の推進

もに、 1~；型巡常の整備も行います。

42,589千円

185,825千円

-
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A
「

捜 く
tまで ，、
営喫 工
茶 A

谷 ぎ
口の
千佳亡
苗 制、

Jーを
きん

こ
の
虻
谷
に
民
家
の

．
部
屈
を
利

則
し
た
喫
茶
前

「糊
排
あ
る
ぷ
」
が
二
月

十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

也
メ
－。

j
l
 

「く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
、
皆
さ
ん
に

コ
ー
ヒ
ー

．
杯
を
椛
供
し
た
い
。

た
だ
そ

れ
だ
け
な
ん
で
す
」

と
話
す
の
は

『，“
H
H
レド

r

－
ー
ん
l

J
Y

SE’
τ
2
 

笹田

お
ャ
ャ

ま
！
ま
す
包
囲
包
田

－
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

昭
和
十
七
年
に
泊
紡
絞
を
合
併
し
、

H
京
紡
績
泊

i
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

そ
し
て

昭
和
・丸
十
午
に
は
泊
第
a

．

折
谷
と
い
え
ば
パ
タ
パ
タ
茶
や
和
紙
と

い
っ
た
川
の
特
派
品
で
知
ら
札
る
山
あ
い
の

＠

松
一
郡
野
郎
〈
ん

包＠
 境

の
福
湾
誠
明
・

裕
恵
さ

ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
ア
年
1
月
同
日
生
）

恥

W
G
己
記
＠
 江ぇ

ゆ
い
唯

ち
ゃ
ん

あ
る
ぷ
」
の
ご
主
人、
日
〈

nn松
一
さ
ん
で

工
場
が
完
成
し
、

な
り
ま
し
た
。

・8
7
イ

e

．、，
r
：

i
H
M，ヵ

・ヵ
内
仁

草
野
の
吉
江
徹
・
由
香
里

さ
ん
夫
婆
の
長
女

（
平
成
6
年
フ
月
白
日
生
）

す
。
谷
円
さ
ん
は
務
い
こ
ろ
無
線
通
信
士

ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
悶
を
訪
問
。

と
し
て
、

「
ヨ
｜
ロ
ッ

パ
に
は
農
家
を
改
築
し
た
、

す
て
き
な
カ

第

一
工
場
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や

ア
ク
リ
ル
、

レ
ー
ヨ
ン
な
ど
多
品
種

フ
ェ
が
あ
り
・火
災
印
象
に
伐

っ
て
い
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
自

分
で
も
や

っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

と
活
し
ま
す
。

っ
た
ん
で
す
」

谷
U
さ
ん
は

一
一同
年
に
勤
め
て
い
た
会

社
を
退
社
。
こ
れ
を
械
に
永
年
住
ん
で
い

小
川爪ル・一一山

mmの
仁
川切
。
第

一工
場
は
、

綿
糸
が
小
心
の
内
耐
力
の
進
ん
だ
、

州
内
で
も
有
数
の
行
刈
化
I
坊
で
す
。

現
住
、
日
米
紡
績
全
体
の
巾
で
繊

た
新
潟
か
ら
生
ま
れ
欣
郷
の
折
一公
いに
U
タ

ー
ン
し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
千
忠
子
さ
ん

も
「
こ
こ
に
米
て
い
た
だ
き
、
中
治
ち
着
い

て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
す
」
と
、

以
さ
ん
と

．
緒
に
手
作
り
ケ
ー
キ
を
悦
い

て
お
存
さ
ん
を
も
て
な
し
ま
す
。

「瑚
排
あ
る
ぷ
」
は
川町
内
で
も
診
し
い
如

室
の
唄
茶
店
。
店
内
は
卜
畳
間
の
出
さ
で
、

昔
懐
か
し
い

ν

い
ろ
り
。
が
あ
り
、
来
る

人
を
や
さ
し
く
迎
え
て
い
ま
す
。

「
あ
る
よ
」

や
峰
と
い
う
な
昧
で
、
は
火
…
市
川
で
一
日川
い
山

維
部
門
が
占
め
る
叡
AmH

は
約
一
三
割。

他
部
門
で
は
、

建
材
や
グ
ラ
ス
フ
ァ

店
名
の

こ
こ
か
ら
見
え
る

判
臼
，
析
を
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

リ
を
囲
み
な
が
ら
「
く
つ
ろ
ぎ
の

一
杯」
L、
ろ

を
飲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

物

Mmvmx
品、

多
角
経
常
を
行
っ
て
い
ま
す
。

カぜ イ
けノ〈

食
品
な
ど
も
手

・
困

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

現
筏
、

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

か
ら
の
安
価
な
繊
維
製
品
が
愉
入
さ

池原勝明さん（25歳・桜町）
一一トヤマ商事側一一

ポ三勢
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I 蛭谷獅子舞保存会 （ 

（七七開閉
1 r ＇~.~~〆 I ＇.・－11
i ~3告げる言壮な舞、＂ j 
蛭谷地区に伝わる獅子舞｛ま、 ；の発表の機会もありました。 ！ 

! 明治時代の初期に現在の入善 ； 保存会のメンパーは、結成 j
j町新屋地区から伝わったもの ；以来の人が多く、新入会員が ｜
！と言われています。 ；少ないのが悩みのタネ。また、 ! 
! 蛭谷獅子舞保存会は昭和5o~ 子ども たちの数も年々少なく i 
j年に結成。それまで数十年間 jなっているのが現状です。し i
j途絶えていた獅子舞を、地区 jかし、全員全員の知恵でカパ i
iの青壮年層が中心となって復 ：ーしながら、力一杯獅子舞を j
: i古させ、現在に至っています。j締ります。 i 
: 祭りの日｛立、毎年、 4月の ； 踊りは「道中」、「獅子起こ i
i第2日曜日と定着しており、 ： し」、 「三人組」、「狸々」など j
j蛭谷神社境内で舞い、奉納す j8種類。特に「道中J は勇ま ！
jることになっています。 ； しく、蛭谷獅子舞の大きな特 i
l 3月の下旬からは、本番に ；徴です。 l 
i向けての練習を始めます。練 j 毎年の春祭りは、天候にも j
I 習は時々、深夜にまでおよぶ ；恵まれ、蛭谷地区の大きな行 ！

！こともあり、みんなの表情も ：事となり、村1ゃに大きな歓声！

i真剣そのものです。そのかい ：が響き渡ります。 i 

jあって技術作々向上し ： 4月14日にはぜひ蛭谷 j
i一昨年は、アゼリアホールで ；へ来てください。 j 

日
東
紡
績
側
泊
工
場

従

業

員

数
・・・
三

百

五

十

人

売
上
高
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
十
億
円

れ
、
業
界
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
す
。
今
後
は
新
商
品
開
発

や
、
よ
り
い

勺
そ
う
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
関
り
、
生
き
桟
り
を
掛
け
た
刈

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
工
場
長
が
普
段
か
ら
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は

私
自
身
、

今
年
の

一
月
に
大
阪
支

店
か
ら
こ
の
泊
工
場
に
や

っ
て
き
た

ば
か
り
で
す
が
、
従
業
民
全
員
に
内

外
の
情
報
を
流
し
、

a

人
ひ
と
り
が

什
事
に
当

起
業
家
精
神
を
持

っ
て
、

た
れ
る
零
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
常
業
と
午
一
争岐部
門
が
．
体

と
な

っ
た
取
り
組
み
が
、

ま
た
、

よ
り
い
っ

そ
う
露
要
だ
と
診
え
て
い
ま
す
。

公
私
と
也
に
充
実

学
生
の
こ
ろ
か
ら
営
業
の
仕
事
し

た
い
と
思
い
、
現
在
の
仕
事
に
就
い

て
九
五
年
。
会
社
で
は
機
械
工
具
や

機
械
設
備
の
版
売
を
相
当
し
て

い
ま

す
。
日
中
は
ほ
と
ん
ど
併
な
先
制
リ

に
出
か
け
て
い
ま
す
が
、
最
近
景
気

が
良
く
な
い
の
で
、
営
業
マ
ン
に
と

っ
て
は
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま

す
（
笑
）
。

趣
味
は
第
と
ス
ポ
ー
ツ
。
特
に
サ

ー
キ
ッ
ト
に
夢
中
で
、

一
年
に
五
、

六
川
は
新
潟
県
の
間
瀬
サ
ー
キ
ッ
ト

の
レ
ー
ス
に
参
加
。
タ
イ
ム
よ
り
車

で
走
る
こ
と
が
気
持
ち
い
い
で
す
ね
。

ま
た
、
こ
の
四
月
か
ら
仲
間
で
野
球

チ
l
ム
を
結
成
。
と
り
あ
え
ず

一
勝

を
目
標
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
趣
味
や
仕
事
が
楽
し
く
て
．

結
婚
は
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
抑
一

恕
の
タ
イ
プ
は
思
い
や
り
の
あ
る
女

の
子
で
す
ね
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点」

の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2）
へ
司
こ
報
を
。

・・2・
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フラフープで澄んだよ（南保保育所）

.＆カノン(15)

〔

5
固
と
誤
解
〕
（4
藷ん）

A
〈ん

「先
生

だ
れ
と
結
婚
す
る
が

保
母
「
あ
れ
つ
・
こ
の
お
ひ
な
様
、

k
k

の
お
ひ
な
換
が

1
人
で
男
の
お

ひ
な
犠
が

2
人
だ
。
ど
う
や
っ

て
飾
ろ
う
か
つ
・
」

何
〈ん

『
女
の
お
ひ
な
棋
の
好
き
な
方

を
選
べ
ば
い
い
」

A
Z
ん
「
男
の
お
ひ
な
緑
、

2
人
と
も

や
め
て
ち
が
う
人
み
つ
け
た
ら

．」

8
1
ん『
先
に
1
人
だ
げ
決
め
て
、

ゃ
に
な
っ
た
ら
も
う
1
人
に
す

れ
ば
・・
・・・・」

C
Z
ん
「ね
え
／
も
う
1
人
女
の
お
ひ

匂
様
を
作
っ
た
、
』
ノ
い
い
よ
」

全
員
「
う
ん
、
ぞ
れ
が
い
い
と
思
う
．

作
ろ
う
か
一
作
ろ
う
H
H

・」

（一

件
落
希
例
で
お
ひ
な
操
作
り

が
、
よ
う
や
く
始
ま
り
乏
し
た
。
） し、

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔問
題
）

①
平
成

8
年
度
の

一
般
会
計
予
算
額

の
総
傾
は
何
億

I
、
0
5
9
方
向
？

＠
お
億

⑮
位
億

。
1

2
1
俗

②
平
成

8
年
度
の

一
般
会
計
予
算
の

歳
入
の
中
で
最
も
多
い
も
の
は
？

＠
地
方
交
付
税

⑮
町
税

。
困

・

県
文
出
令

③
あ
さ
ひ
絞
ま

つ
り
の
会
場
は
？

＠
城
山

⑮
小
丸
山

。
舟
川
べ
り

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
リヅ
、
住
所
、

氏
%
、
午
附
を
吹
け
い
て
4
川
は
け
（
巾1

u消
印
布
効
）
ま
で
役
場
総
務
沫
制

い札口出
制
係
（
〒
蜘
i
w
判
日
川
辺
ド

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
凶
作
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
山
川
の
当
選
者
は
、
k
J

刊
昨

f
さ
ん
、

M
＆
R
さ
ん
、
ベ
テ

ィ
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
祁
泊
中
詑
一
泊
正
解
）

v 

時事、司・2

ワ・」

G
くん

「
先
生
や
っ
た
ら
、
き
っ
と
C

く
ん
と
す
る
と
忠
う
よ
」

全
員
「
ぞ
う
や
わ

l
」

保
母
「
あ
、
』
ソ
、
ど
う
し
て
、

先
生
。

寒さも和らぎ‘暖かく感じる

日が多くなった今日このごろ。

春の息吹を感じる季節となりま

した。

さて、 今年度は朝日町第3次
総合計画がスタートりたします。

『豊かな自然と文化、活気あ忍

れるまち 、あさひ勺 を目標に、

夢をはぐくむ人づくり、夢があ

ぶれる町づくり、夢が芯くらむ

産業づくりを計画の柱としてり

ます。

私自身、 町政を担当させてり

ただき、早10年になろうとして

ります。之の10年間、r町民とと

もに笑日、町民とともに詮く、

温かり心の通う町政」を基本に

町民の方々からご意見、ご要望

を開きながらやってまりりまし

たが、まだまだ満足りただける

ものになってりなりと患ってお

ります。 今後も初心を忘れるこ

と怠く、f豊かで活気ある郷土

、、あさひ勺の実現に勇気と情熱

を持って‘取り組んでりきたり

と意を新たにしております。

と乙ろで、これからの農業は

、土”と言われてります。今後は

この、土づくり”を研究すると

ともに、特産品づくりも目指し

たりと思ります。ただ、なにを

やるにしろ、人”だと考えます。

小売業を営んでりる私と、地方

公務員との間に‘物の考え方や

実行の仕方などに違りがあるこ

とは事実ですが、、朝日町”を思

う気特ちは同じだと思ります。

、前進あるのみ”てす。

{ 3月15日記）
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く
ん
と
し
た
い
な

l
」

。
〈ん

「
ち
が
う
ら
が
う
ボ
ク
じ
ゃ
な

い
よ
」

（
と
テ
し
る
O
く
ん
）

C
〈ん

「
ぞ
れ
誤
解
け

1
．
。
く
ん
誤

解
な
が
や
ろ
｜
つ
・
」

。
〈
ん
「
ボ
ク

5
包
も
結
惜
し
て
な
い

よ
」
と
真
剣
な
顔
。

C
〈ん

『誤
解
っ
て
間
違
い
の
こ
と
言

う
が
い
ぜ

l
。
知
ら
ん
が
｜
』

全
員

「
：
：

・ク」

（
念
品
%
が
通
じ
な
い
よ
う
で
す
）

〔
お
ひ
な
様
も
嫁
さ
ガ
し
？
〕

（

5
緩
児）

お
ひ
な
棋
を
飾
っ
て
い
る
時

・・3



。A
V あさひ桜まつり

白ITJR

で開催

く通

り

QI/TI~幽

舟川べ

店主 昌
！）画＠

～贈コてラねじり・贈5ねてラねじり～

と便」『昧のふるさ

うれしいメニュート

グリーンアスパラガス 600g
宮崎灰付きワカメ IOOg 

山菜の漬物 l袋
コシヒカリ新米 3kg 

さわし柿 10個

なめみそ l個

切りもち l升分
手造り漬物 l袋
柿酢しょうゆ l本

はつらつまめつ子 l袋
ベニズワイガニ 3～4匹

6月

「斗

医療の現場から
あ
さ
ひ
総
合
病
院
外
科

廃
川
慎

一
郎
医
長

川つに
じ痔

お
詫
び
と
訂
正

。

10月

12月

ε月

包盟国

第
日
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
出
場

者

（
%
1
u
m
東
京
都
）

北
山
昌
代
（
女
子
刊
同
級
）

山
田
光
仁
（
同
体
戦
）

平
成
7
年
度
全
国
高
校
選
抜
大
会
出

場
者
V
空
手
道

（
U
4
1
%
東
京
都
）

新
聞
維
樹

V
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
（
%
1
治
滋
賀
県
）

初
回
知
子

第
2
回
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ピ
l
チ
ポ

ー
ル
選
手
権
東
京
大
会

（
%
1
%
東

京
都
文
京
区
）

V
男
子
の
部

・
刊
歳
以
上

3
位
大

家
庄
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
愛
好
会

・
日

蔵
以
上

2
位
大
家
庄
ビ

l
チ
ポ
ー

ル
愛
好
会

V
女
子
の
部

・
日
歳
以
上

日
ク
ラ
フ

1
4u一羽
，a
・・4ta
－

郡
体
ス
キ
l
競
技
会

（
%
宇
奈
月
ス

キ
｜
場）

V

一
般
女
子

l
位
更
附
菜
穂
子

V
中
学
男
子
2
部

1

位

米

一
樹

V
成
年
男
子
1
部
1
位
叫んn
斤
直
人

2
位
坂
臨
時
一
允
智

V
壮
年
男
子
1
部

3
位
加
藤
秀
樹

第
8
回
町
夜
間
テ
ニ
ス
大
会

（
%
i

u
m
サ
ン
リ
l
ナ
第
2
）

V
明
43
シ
ン
グ
ル
ス

夫

2
位
袋
問
其

l
悦
長
能
徹

3 
1.iL 

3 
i:i'f. 

.. ，，，央II~協年金-Jxの会ゲー ト ポール人・会

20 H （ーl潟 ：30～ 纂斡集落センター

・郡 Cクラス野球大会
21凶（11)9:00～ サンリーナグランド

・新川I也候．ビーチポール大会町予選
24日や・.I<)～27H (j:)l9: 30ー サンリーナ第 1

・森繁ゲートポール大会 26日樹8:30～ 海浜公闘

・阿1スポーツ少年出｜総合入図式
281:1 ｛日J9:oo～

「ふるさとを ・あなたにJをキャッチフレーズに、盟かな自然と人々の愛に

脊まれた凶季折々のj毎の幸、山の幸をお届けする「昧のふるさと便Jの会員

を募集します。

ふるさとを遠く ：~It.れて供んでいる方や

お友達、お 111.i.~になった｝jへの贈り物に

も最適です。

.会費 19,800円（年 4同発ill)

.発送先 !ll外在住の方にl浪ります。

．申込み ハ Yゲキ・電話の斗lし込みによ

りチラシと会費納入用紙を送付します。

．市込み期限 5月101:1

.申込み先 役場農林水産課｜人j「ふるさ

とのH木を令~ I争］~＇にi孟る会」（誌 11 1 V，－~ 卜

君日朝日IHfj草ドl133 宮0765-8:3-l l 00 ） 

会場周辺図

－－＞至8号線

大
家
庄

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
%

サ
ン
リ
｜
ナ
第
1
）

v
m刀
r
T
の
部

1
位
泊
一
灰

2
位
泊
二
区

五
筒
庄
、
常
崎

V
女
子
の
部

1
位
｛
宮
崎

約
一
一Knn、
2
佐
治
会

一区
A

－九
筒
庄

スポーツ安全保験に加入を
この保険（Jf~f.1;: I刷会、 J!f1t災J.'Hf: 1~険、 共済
凡w手令をセソ トに したもので、 スホーツや文
化前w1i~手を ttう 5r.以 J・.の卜tlf.本て‘あれば力II人
できます。
・僚会（ I人fド制 ） ・少年の卜J'lf本、成人のヌ；
化、 司叫1:1-tlf小；・・・400111 ・;ff;人クラブ卜JI体・・・600
I' J ' Ii父人のスホー ツ｜寸lf-1'・・・1.aooいl
・宇mm:< ｝｛立主人ク ラブトtlf本 ・9じ亡 ・後遺
ll市1!;:・・・2,000 )jjlj (50Q'JJドJ) ・人ド：記1114.000 
Pl (I ,8001' J) ・jfil~完 1 円 l .500l1l (1,0001']) 
そグ〉｛也

却しくは教向委ii会（fi82-IJ04）またはサン
リーナ（公83-1s:rn＞へ仰い、合わせを。

4月のスポーツ

サンリーナ第 l

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん

4
月
刊
日
掛
と

m
u
ω
の
2
日
間

（雨
天
順
延
）
、
あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り

が
、
桜
の
名
所
、
品
川
川
べ
り
を
会
場

に
附
催
さ
れ
ま
す
。
（
※
桜
の
満
開
H

が
早
け
れ
ば
4
川
ロ
日
制

・
日
日

ω

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

ま
つ
り
は
、

2
H
間
と
も
に
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
で
、
か
が
り
火

や
般
の
ラ
イ
ト
ア
y
プ
、
叶
一回
妓
手
踊

り
、
大
紋
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

多
数
の
ご
米
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま

す
。

※
牽
で
来
場
さ
れ
る
方
々
へ

当
日
は
道
路
規
制
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
案
内
板
と
誘
導
係
員
の
指

示
に
し
た
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
知
事
杯
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
朝
日
地
区

大
会

（
%
1
弘
宇
奈
川
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
）
1
位
宮
崎
A

泊
三
区

第
M
田
町
ビ
ー
チ
ポ
l
ル
大
会

（
%

2
位
宮
崎
B

3 
f立

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

よ
り
広
報
車
が
寄
贈

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
魚
沖

覧
会
長
）
の
例
主
加
問
年
記
念
式
典

が
2
月
時
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」
で
開
催
さ
れ
、

結

成
初
年
を
雌
大
に
税
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
式
典
にわね

い
て川明
日

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
、
町
に
広

が
寄
付
さ

報
車
「
お
し
ら
せ
く
ん
」

れ
ま
し
た
。

サ
ン
リ
｜
ナ
第
2
）

V
男
女
混
合

－

A
ク
ラ
ス

－
位
広
崎
C

2 

f立

広
崎
B

・
8
ク
ラ
ス

1
位
カ
ッ
ト
＆
パ

l

vマ

2
位
桜
町
C

－
C
ク
ラ
ス

1
杭
桜
町
A

2
4止，AE
’
 

以
町
B

・
D
ク
ラ
ス

－
位
ト
マ
ト

2 
位

。。
後 主

町
教
育
委
日
会

援｛骨：

白
馬

・
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア

－ア
ニ
ス

。。
別対

II印象

小

・
中

・
高
校
生

王
、

ι

－

山

リ

－ー
が

8
午

5
円
5
H
EL

－

－p
’

’

l

j

’

l
l
l
L
UU
U
 

1

7
月
末

（
毎
円
雌
全

叩
回
予
定
）

。。
場 IIキ

子
前
9
時
i

U
時

所 IB1

サ
ン
リ
l
ナ
テ
ニ
ス
コ

ト

。
指
導
者

ラ；~：j 小他常
ケ校 ・ 石
ッ州 』1=• j鯵

ト 1 ’予：治
貸 5 ~t: さ
出 0 5 ん
・,,r o o ~ 
｜円 o ts 
fCJ e 

。
参
加
費

。
そ
の
他

。
申
込
み

教
符
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

係

（m
i
l
l
0
0）

へ
4
月
初
円

ωま
で
に

今回は時節がら痔につりて述

べたりと思ります。

痔疾には大きく分けて痔核（イ

ボ痔）、裂征（切れ痔）、痔ろう

があります。痔核はうっ血して
し柑弓ょう

腫脹した静脈の塊と思えばより

でしょう。場所！とより外痔核、

内痔核！こ分けられます。外痔核

は紅門の皮膚側にてきた血栓

（血豆）が原因て腫れと強り癌

みがあります。これは血栓を取

り除く乙とて簡単！こ治ります。

粘膜側のものは内痔核て、程度
目つSつ

の軽りものはゴム輪結繋（ J日

程度の入院） て軽快することも

ありますが、頻回の出血、脱紅、
きく

痛みや狭窄をきたすものは手術

適応て2、3遇の入院が必要て
す。裂虹は硬便などて粘膜が切

れてできますが、ほとんどは坐
割以う

薬て治ります。紅門潰揚！となっ

たものは手術が必要です。痔ろ

うは虹門の粘膜と皮膚の境のく
官九

ぼみ民亙る虹門腺の炎症や匹門

周囲膿蕩が遺残して膿のろう孔

（トソネル）が皮膚まで通じて

できるものです。軽りものはこ

のろう孔を関散するだ11て治り

ますが、複雑なろう孔、高位痔

ろうては高度な手術が必要て、

しかも再発する頻度が高く非常

に厄介です。

旺門出血があり痔だと簡単に

考えてりると、実i立直腸の蹴
てあることも少なからずありま

す。恥ずかしがらなりて診察を

受けてくださり企

先
月
の
町
内
会
長
川
町
介
の
・
中
で

桜
町
田
・M
問
中
じ
キ
さ
ん
と
あ
っ
た
の
は

判
中
伸
幸
さ
ん
の
訟
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
れ
人
し
ま
す
。

... 



社会福祉
協議会だより

． 朝日町社会福祉協蟻会
は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所 朝日町福祉セン

ター内

ft83-0576 

温
か
い
真

ωを
届
け
ま
し
た

J、ート

ポカポカ

ー
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
配
食
サ
ー
ビ
ス
1

募

集

1=m＝位属向塁審判山田町山E

t
彩
り
と
や
ま
緑
化
祭
部

l

’
 

l
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

4
川
初
日
か
ら
「
｜
ま
ち

・

ひ
と

・
く
ら
し
1
花
あ
る
人
を

行
て
る
い
林
」
を
テ
！
？
に
、
彩

り
と
や
ま
林
化
祭
怖
が
附
mmさ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
メ
イ
ン
会
場
の
一
品

問
占
城
公
凶
及
び
一
品
同
お
と
ぎ

の
森
公
凶
会
場
に
お
い
て
、
会

場
町
地
借
川
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

約
7
0
0
名

業
務
内
容
・

防
官
者
、
高
齢

者
の
介
助

・
迷
チ
の
靴
話

－

T
話
泌
訳

・
外
阿
川
mJ
店
訳

・
万
葉
ガ
イ
ド

・
Mm持
管
制
時
一

くらしの情報室

Li：仇汎gIγzfoγW凶：tio制
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符
地
区
で
、
河
レ寸
以
上
の
ひ
と

り
ぐ
ら
し
老
人
や
老
人
世
引
な

ど
を
対
象
と
し
て
、
ち
ら
し
ず

し
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
し

た。
こ
れ
は
、
朝
日
間
赤
十
字
奉

仕
向
の
併
さ
ん
の
協
力
を
待
て
、

地
区
ご
と
に
調
磁
を
行
い
、
ち

ら
し
ず
し
の
バ
ッ
ク
に
『
桃
の

節
句
と
な
り
ま
し
た
。
お
広
丸

で
す
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動

と
し
て
ち
ら
し
ず
し
を
、
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
し
た
。
よ
称
を
待

つ
気
持
ち
を
届
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
お
ひ
な
さ
ま
の
イ
ラ

ス
ト
が
川
か
れ
た
川
紙
を
つ
け
、

必
社
川
の
併
さ
ん
か
ら
、
作
家

嵯
へ
配
食
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
ひ

と
り
ぐ
ら
し
老
人
な
ど
の
、
記

宅
一
仙
祉
サ
ー
ビ
ス
の

．
原
と
し

て
実
施
さ
れ
た
ら
の
で
、
約
2

（
水
ま
き
、
車
と
り
な
ど
）

場
所

と
や
ま
緑
化
祭
メ
イ
ン

会
場
（
高
岡
古
減
公
間
及
び
尚

附
お
と
ν
さ
の
森
公
凶
会
場
）

期
間

7
月
ロ

n胤
聞
か
ら
9
川

t
a
日
日
日
M

時

間

午

前
9
時
初
分
か
ら
午

後

5
時
加
分

応
募
資
格
・

4
川
I
H
引
丘

渦
印
税
以
ト
し
（
刈
校
午
除
く
）

の
み

・
会
問
中

3
H
以
上
市

川
仰
で
き
る
方

・
岡
山
則
と
し
て

公
共
交
泌
機
聞
で
鴻
勤
可
能
な

方応
募
方
法

所
定
の
泌
採
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

5

月
白
H
樹
ま
で
応
券
願
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
刑
紙
は
、
役
場
建

設
課
及
び
社
会
招
祉
協
議
会
窓

い
に
あ
り
ま
す
。

閉
会
せ

念
日
間
都
市
緑
化
祭
と

や
ま
フ
ェ
ア
ボ
務
川
会
場
巡
常

深
（
宮
0
7
6
6
t
お
1
1
5

1
0
）
へ
。

． 
自

｛前

「ι司．

届

’

－
故

・
支
叫
円
品
叶
出
来
市
川
ト
k

a

・
h
川

＋

f

’et
－－V
当－
b
h
p
弘
子
ノ

募
集
人
員
V
一川
f
（
令
凶
）
仲
町

上
安
抗
日
名
、
海
上
安
打
μ
別
名
、

航
雫
削
庶
民
刊
名
V
女
子
（
全
国
）

陸
上
要
員
刊
名
、
海
上
一袋門口
5

名
、
航
均
t
要
員
5
名

受
付
期
間

4
月
四

n
m
wか
ら

5
月
M
H
幽
ま
で

試
験
日

l
次
6
月
幻

Hω

m・

ありがとう
企h あたたかい怠
~：'7 朝日町善意銀行

~ (2月11日～3月10日）

O商品 清水喜美子さんか
ら亡夫緋wさんの供養と
して 100,000ドl
QPIT出保守：IU 正さんか

ら亡父i謙治さんの供養と

して 100,000問
。長野川！こ！＇！－・さんから

硬貨 8,017問
。富山市石II:!由紀子さん
からL.:!fffJJ JE校さんの供
養として 100,000問
。横水林 一雄さんから

亡父興作さんが生前お世

話になったお礼として

100,000円
とく名さんから

10,000円
。舟’川新 ｜両j閃一子さんか

ら亡失山数さんの供養と

して 150,000円
。三枚総 藤井郁夫さんか

ら亡父軍作さんの供養と

して 100,000円

4
0
忽
の
背
さ
ん
に
店
け
ま
し

た
。配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
2
川
M

U
笹
川
地
区
、
お
U
五
筒
庄
地

区
、

m
H南
保
地
区
、

3
月
1

H
泊
地
区
、
2
日
境
地
院
、
3

H
宮
崎

・
大
一
糸
町

・
山
崎
地
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

め
＼可
か
）守

o

O
R
局

・
テ
＝
伸
＝

ο
ン
＝
ρ
＝

得
r
w
p

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
、
ょ
の
ほ
ど
2
つ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
景
鉢
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
制
介
し
ま
す
。

O
J
A
大
家
庄
助
け
あ
い
グ
ル

ー
プ

（
代
ぷ

水
肝
法
「
）

県
J
A
グ
ル
ー
プ
の
助
け
あ

い
、
印
刷
リ
ー
ダ
ー
後
成
研
修

会
で
ホ
l
ム
ヘ
ル
バ

l
の
資
栴

を
取
得
し
ま
し
た
6
人
で
、
昨

年
の
山
月
結
成
し
、
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
加
入
し

ました。

引花、川lM作機佑でシ

ーツ交換を行っており、社

会福祉協議会が実施した、

「ひとりくらし必人ふれあ

いランチサービス」の行事

に、協力しています。

今後のグループめ川耐と

して、地区のひとりぐらし

いも人去の訪問を行いたいと

考えています。

。JA朝日ふれあいの会（代表大森たかチ）
リーダー養成研修会でホ

ームヘルパーの資料を収制

した、JA朝n管内の同人
（2級2入、3紬H人｝で

昨年ロ月に結成され、町ボ

ランティアセンターへ加入

しました。

今年の1川から、旬川l

川ト付機必のシーツハ父検を’げ

っています。

これからのグループの活

動として、在宅の高齢者の

お附話をしたいと思ってい

ます。

重量E聖
求人職 4重 年鈴 賃金 性完I)

意志祭場所 線網 資絡経験

番号 円 休 日 人数 免 Z午等

t苫喋 妓 i桁 18才一 159,500-
錦
朝日町予定川 高卒以上

サービス貧 25才 209,000 自祝、その他 自動車普通免t午

2 土木施工管理士 22才～ 200,000- 男
朝日町三枚僑

2 
土木施工管理士

50才 314,000 日干兄、第2・4jニ幡臼 ( I級文は 2級）

3 大型ト ラッ ク 25才ー 320,000～ ~ 
朝呂田7月山

3 大型免許
選 華王 手 50才 400,000 臼、第2・4土地臼

4 事a 缶
I 8才『 180,000『

男
紛臼歯1草野 不問

ヱ SS才 280,000 目、官官 l土曜日

5 磁投機械
20：才』 180,000～ 

~ 
朝日町沼保 懲役機械

オ ベレータ ー 60才 300,000 日校、第2・a土地図 連低資絡

6 土木作集長
20才『 16S,OOO～ 5号 羽田町笹川

5 
不問

60才 270,000 女 目、第2・4土磁臼

7 配還及び事務 I 8才
140,000- 雪主 朝日町宮崎 2 

自動車普通免終
以上 160 ,000 女 その他

8 美術館職員 I S才ー 120,000 女
羽田町不動食

2 
不倒

2S才 月、その他

9 ウエイトレス
18才～ 125,000-

女
朝日町南保 不問

45才 150,000 火、 ~4 水曜日

10 間建械助員
18才～

草寺給 700 女
羽田町宮崎 不問

（パート） 60才 火

平成8~手 4 月分ホット求人情報身
分

特
別
職
凶
家
公
務
日
以

閉
会
せ

役
場
総
紛
派
総
統
係

（官
役
場
内
線
2
1
3
）
ま
た

は
れ
衛
隊
魚
津
募
集
れ
は
問
所
（
宮

M
H
1
0
3
6
｝
へ
。

催

し

1

1
富
山
を
知
ろ
う

1

2
県
政
パ
ス
教
室

県
で
は
、
皆
さ
ん
に
県
政
に

つ
い
て
の
埋
解
や
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、

4
け
か
ら

日
川
に
か
け
て
1
8
8合
の
「
山

政
パ
ス
紋
宗
」
を
巡
’
り
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
特
ぷ
キ
ト
キ
ト
コ

ー
ス
や
名
ぶ
め
ぐ
リ
ヨ

1
ス
、

い
き
い
き
紋
子
コ
ー
ス
、
ふ
る

さ
と
発
兄
コ

l
ス
な
ど
お
コ
ー

ス
。申
込
み

・
問
合
せ
は
、
偽
…
燥

地
方
県
民
相
談
室
（
〒
叩
魚
津

市
新
宿
叩
｜
7
魚
津
総
合
庁
合

内

包
M
H

5
3
1
1
）
へ
。

。下横尾
福 ｜費

祉 ｜塁
｜豆
事 i苦
｜事
務 ｜云

所 ｜議

社
会
福
祉
事
業
法
第
日
粂
に

基
づ
き
、
社
会
福
祉
行
政
の
科

学
的
か
つ
合
理
的
な
越
滋
を
国

的
と
し
て
、
お
お
む
ね
人

nω

万
人
に

lm所
の
訓
人
け
で
ぷ
抗

さ
れ
る
制
批
に
附
す
る
が
務
所
。

、
．
よ
な
業
務
は
、
生
前
保
諸
法
、

児
必
縞
紙
法
、
時
チ
一
他
社
法
、

老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
縞

祉
法
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に

定
め
る
媛
鳩
山
、
育
成
ま
た
は
史

小
の

m
mに
附
す
る
い
小
山
切
で
あ

る
。昭
和
初
年
の
発
足
以
米
、
名

実
と
も
に
地
域
に
お
け
る
社
会

福
初
の
第

一
線
の
機
関
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
近
年
、
と
く

に
、
生
前
保
護
制
t
l
部
門
と
と

も
に
、
保
川
崎
以
外
の
M
M
U
r
九
法

関
係
業
務
を
机
討
す
る
部
門
の

比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

朝
日
町
の
担
当
事
務
所
は
、

魚
津
市
に
あ
る
富
山
県
東
部
社

会
制
務
所
で
あ
る
。

組
紗
⑮
だ
よ
り

会’求人情輔一覧袈Jむこ叩l用下Sい ｛高ヱ観光虫カウンターに展示｝
台 〈わしい二とU、魚揮公共.揖安定所朝司会軍 宮82・0198へお問い合わぜくだ8い，

叩
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
必
ず

加
入
し
ま
し
ょ
う

川
民
年
令
は
、
日
本
に
杭
む

初
必
以
上
印
小
山
未
渦
の
す
べ
て

の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
は
、
住
民
票

の
あ
る
役
均
で
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
み
々
は
、
時
生
年
金
保
険
な

ど
の
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入

す
る
と
同
時
に
、
国
民
年
金
に

も
加
入
し
ま
す
の
で
、
個
人
で

手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）
凶
民
年
金
は
、
在
齢
、
防
T
一川、

治
族
な
ど
に
対
し
て
年
金
が
交

け
ら
れ
、引
私
た
ち
の
午
前
に
ゆ

と
リ
と
安
心
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
制
皮
で
す
。

年
争
点
制
聞
は
、
物
価
の
安
川仰
に

応
じ
て
改
定
が
行
わ
れ
る
、「…
元

全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
年
金
の
実
質
価
値
は
将
米

に
わ
た
り
維
持
さ
れ
、
同
減
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

安
心
で
す
。
ま
た
加
入
中
に
納

め
た
保
険
料
は
、
年
末
調
後
や

雌
定
申
告
を
す
る
時
に
、
金
制

控
除
の
対
象
と
な
け
ソ
ま
す
。

-



司副司副

お
知
ら
せ

－

朝
日
町
奨
学
生

要
件

町
内
に
作
む
人
の
チ
弟

で
、
川子山以
の
いえ
弁
が
附
雌
で
心

身
他
令
な
人

範
囲

刈
カ
や
械
以
上
の
や
械

に
ん牝
山下
し
、
川
一
千
校
長
め
般
的
が

あ
る
人

奨
学
金

マ
尚
校
・
川
徹

8
0

0
0
川

マ
修
業
年
限
が

2
年

以
上
の
大
学
仙
寺
・－
－円
相

l
万
5

0
0
0
司

申
込
み

5
川
白
川
御
ま
で
に

明
日
町
教
行
後
日
以
会
山
下
校
教
行

ぷ
へ
奨
予
引
似
性
、

奨
学
乍
椴

煽
調
党
U

（
刷
紙
は
学
校
時
料
背
沫

に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

閉
会
せ

学
校
教
打
沫

場
内
線
3
1
2）
へ
。

くらしの情報室
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L

卜

ν

。

a
E
ま

す

川
刈

り

で

愈
到

な

毘

！
t
1
 

防

団山一

zr
生
う

・」［

終
ど

nu
は

で

ス

録
ま

也
へ

登
A
フ

－d

＋AV
 

F

、

ら
種

な

附

娘

れ

川

町

羽

川

亡
U

年
i

、

お

m
M
手数料 2.770円

（． 
e；主射済察 530円

（初回登録 3.000円）

た
は
知
的
附
百
合
持
つ
人
J
U
片

品部
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
体
陣
古
名
手
帳
1

・
2
級

ま
た
は
機
打
手
帳
A
を
所
持
す

る
人
の
う
ち
、
在
宅
の
白
歳
未

満
の
人
が
常
時
お
む
つ
を
使
川

す
る
場
合
、
午
附
2
0
0枚
を

限
度
に
紙
お
む
つ
代
を
助
成
し

ま
す
。山叩
“
酬
を
交
付
け
た
H
以
後
に

附
人
し
た
分
か
ら
山
時
中
i
し
ま
す

の
で
、

ぉ
・哨
ド
引
は
い
め
に
役
場

健
康

M
祉
沫
｛
宮
役
場
内
線
1

4
1
）
へ
巾
消
し
て
く
だ
さ
い
。

E
住
宅
改
善
費
補
助

，

事

業
の
対
象
拡
大

れ
悦
度
身
体
附
得
者
が
乍
泊
し

や
す
い
よ
う
に
改
築
す
る
場
合

に
助
成
す
る
住
℃
改
持
白
川
附
助

事
業
の
対
象
将
が
今
年
…
皮
か
ら

（宮
役

’

学
用
品
等
の
費
用
を

1
援
助

町
で
は
、
小
中
学
校
の
児
童

牛．
徒
の
う
ち
、
経
済
的
同
市
川
で

就
山
下
に
お
附
リ
の
店
に
対
し
て
、

必
須
な
山
下
川
川
な
ど
に
つ
い
て

彼
肋
し
ま
す
。

申
簡
の
手
続
会

中
校
ま
た
は

や
校
教
行
ぷ
に
あ
る
山
中
川
川
に、

必
裂
が
引
を
い
山
人
の
う
え
午
校

に
能
川
し
て
く
だ
さ
い
。
・

閉
会
せ

科
学
校
ま
た
は
学
校

教
育
課
（
合
役
場
内
線
3
1
2
｝

へ。t
固
定
資
産
税
の
納
期

t
変
更
に
つ
い
て

凶
定
資
段
税
の
第
1
則
分
の

納
期
に
つ
い
て
は
、
本
米
4
月

末
日
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
－平
成

8
年
度
に

つ
い
て

は昨年と同様に同定資産税

に閲する税法の改正があっ

たため5月末となります。

詳しくは役場税務課（宮

役場内線123）へお問合

せください。

』IU 実施会場 II＼ー川

』克 公 ll: 釘I 11'1 9::10-10:00 
4 10 お崎 1品 f.i ，；暗，jij 10:30-11 :1ゆ
【＋：＞ 中 央 tit'' i在川支所1iii 11::10～12河川

巾~と~ f品 l~i f民支所，iii 13:45-14 :,15 

4111 
針谷 （I治会館 1iii 9::10-10:00 

I~ 
中 央鎌 t61111崎文所”iij 10：・：10-11・：：10
日.i涜 rt:公民館副l 1:1:1；，～14: 4!; 

4/12 ”．島原 公民館，jij 10:00-11 ::10 
t匂 大家政農協，jij 13:00-15:00 

4/15 
司措 1: ノム、 ~（ II’s 9:00-14:00 LIU 

次
め
よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

（改
正
前）

肢
体
不
自
由
問
1
・
2
級
を
持
ち
、

前
年
分
所
的
税
の
非
諜
税
附
一得

に
胤
す
る
人

（改
正
後
）

彼
党
附
刀
X
は
肢
体
不
利
巾
の

1
・
2
級
を
持
ち
、
前
年
分
の

所
行
脱
が

1
5
6、
0
0
0川
以

ド
の
附
併
に
同
す
る
人

出
削
助
制
な
ど
却
し
く
は
役
場

他
山
崎
一
削
祉
制州
（
宮
役
場
内
線
1

4
l
）
へ。

－

老
人
医
療
費
の
助
成

日
必
以
上
の
万
で
次
の
必
仲
げ

に
該
吋
す
る
ぶ
に
保
保
貨
の
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

身
体
附
布
行
了
帳
ー

か
ら

3
級
を
持
つ
人
及
び
、
附

山
口
年
令
紙
引
け
I
・
2
級
を
持
つ

－

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

タ
ク
シ
ー
の
初
来
り
泌
日
を

助
成
す
る
采
巾
券
を
希
明
一
朽
に

交
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
券

自
家

川
自
動
柏
市
を
持
た
な
い
ζ
人
の

み
附
仰
の
刈
級
以
上
の
人
で
、

同

一
一
地
似
内
に
扶
養
義
務
者
と

な
る
べ
き
子
供
が
い
な
く
、
前

年
分
の
必
川
判
付
税
が
非
泌
縦
で
あ

る
伶
一
併
の
人
に
交
付
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

身
体
的
古

者
手
帳
を
持
つ
視
覚
、
肢
体
不

自
山
間
（
1
・
2
級
）
の
人
に
交

付
し
ま
す
。
h
好

mm手
帳
と
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
以
前
に
火
付
し
た
品取

引
券
は
使
川
で
き
ま
せ
ん
か
ら

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

来
山
下
地
分
に
つ
い
て
の
川
い
A
H

わ
せ
や
中
捕
は
役
場
州出
版
制
批

諜
（
官
役
場
内
線
1
4
1
）
へ
。

’

身
体
障
害
等
を
持
つ
人

，

に
も
紙
お
む
つ
を
支
給

－
』
れ
ま
で
長
人
の
み
を
対
象

に
紙
お
む
つ
を
え
給
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
身
体
ま

人
h
d
当
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、

保
険
読
を
持
参
の
う
え
、
役
場

能
検
一似
μ
札
談
開
療
保
健
係
（
宮

役
場
内
線
1
4
4
）
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
助
成
さ
れ
て
い
る
万

は
、
中
川
は
．
小
川
広
で
す。

ー

ふ

る
さ
と
美
術
館
よ
り

E
情
報
提
供
の
お
願
い

ふるさと災術断では、－平

成8年度に谷川仙太郎M眠、

野村清六版、同似合相生光展を

予定しています。

野村氏や似合氏が当地を

訪れたのは、戦後間むない

ころです。当時の様子や作

品物尽について、ごわ仔じのわ刀

はふるさと美術館｛宮前

0094）まで情報をお寄

生活必需昂価格
' < '• 
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町 の工事発注状況（500万円以上）K2弓
ーニのコーナーは町が入札を行ったものを拘総していますー

<H8.2.1-2.29> 

工 'Jl. r. 施工
’J予己成:;'J;'. E令fl 盲良目 m 者 担当ぷj也先

文教図ゾーン他強殺制司uて~ 8 "I'・ 
l'J 
－治;ill 13 田T企画l

公土木｛ > m. 阿南保
3 JI 21.527 .000 悶業組合 政策ぷ

農村総合軍線基儲4修＇＂＇：終 弁／口
8 （ド
12.617.500 隊問主u生 S是 林

Ir＂！用 4号改 工本その 2 11)'.J ノk定量諜

文教箇ゾーン慾備＇j(i隠 町南保
8 fド
12.154.000 株第 一 交易 企政策匝課'I 

公 土木｛サイン工事 3月 式会社

4月1白から
医療費の一部負担金が変わります

・老人医療の一部負担金 ｛改正1iij) （改州知

外来（lか月につき） 1,01011 l→1,020円
入院（ 1 Flにつき） 700111→ 710円

・未就学児の一部負担金

入院（ IHにつき）

せ
く
だ
さ
い
。

t
高
齢
者
向
け
切
手
等

E
を
無
料
配
布

満
河
歳
以
ト
の
方
ま
た
は
、

7
川
1
け
ま
で
に
河
議
に
な
る

H
に
刈
齢
朽
向
け
郵
似
切
子
5

枚
と酎郵
便
バ
附
を
い
燃
料
配
布
し

ま
す
。必叫

H

帆れは
3
川
別
け
か
ら
7

川

i
uま
で
に
、
年
齢
を
隊
必

で
き
る
資
料
を
添
え
て

mm使
川

へ
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＝事業主のみなさんへ＝
労働保険の年度更新手続きは

早めに、忘れず、しっかりと

・I'll諭告ーの早期地11',(4 JI°＊まで）に
ご協力ください。

平成8年度労働保険年度更新受付相談日
5月9日制朝日町商工会（10:00-15:30)

百一穫］
． 時4

有 3ぴヒ，.忌
段分 ・ン先 岨
者 で トコ L・2 jウ司自
級 品ij・人

1 4、手掛
分 !j.ま 主と
以 で 宮
内 f 正
で ~I• 樹

育段を目指して
｛解容はIiベージ｝

-

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（宮
田
H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

羽
坐
善
治
神
様
が
愛
し
た
少

年

川
小
・寅
彦

臨
終
の
言
葉
主
い仰
の
友
社
編

花
失
せ
て
は
削
れ
か
ら
ず
波
山
a

－－郎

ニ
ッ
ポ
ン
人
を
叱
る

M
W
綴
久
山
火

終
ぷ
論
の
正
体
小
坂
介
滋

小
山
が
関
影
の
縮
力
将
た
ち

高
山
文
彦

71 0円

1i).i 21 i度
め 111: !x. 
るキ~ ｛ま （ 

政 へ グ lて
~fi グ〉ソ C ド
本 4~ ド ・ ｝
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＋命 JI.! I司 イイ
利l iii:議ン 7
&fr; !It. !It. ン

リ
ス：

700111 > 

（小
説
）

時
の
旅
人

フ
ラ
ソ
ク
ア
ウ
ト

時
閣
の
凶
人

p
・
7
1ゴ
リ
ン

江
戸
鮮

炎

記

大

久

保

刊

弘

灰
時
い
水
の
ほ
か
ら
鈴
木
光
司

大
原
町
品
校

J
・
フ
ィ
ニ
イ

波
辺
治
弐

以
阿
佐
紺

欽

の

記

憶

今

円

出

彩

桜

と

花

小

川
泡
化
h

－
－
夫
崎
明
乃
年
盆
返
却
七
十

i
H
C
H
i
H
a
L
f
 

氷
海
の
U
H

白
木
r
広
明

ジ
ョ
ン
万
作
の
逃
亡

MUH中
門

誠

を本
誌の
：努 紹
右寄 介

争”“実aま

女性技術者
の現場
議魯p
中川靖造

明
ロ
の
技
術
立
同
日
本
を
文

え
る
、
理
主
糸
火
性
技
術
お
た

ち
の
群
像
を
、
彼
久
た
ち
の
今

u
の
地
仇
を
築
き
上
げ
た
パ
イ

オ
ニ
ア
た
ち
の
川
蹴
の
軌
跡
を

通
し
て
必
明
に
捕
く
。
則
正
系

の
道
を
目
ざ
そ
う
と
す
る
後
進

の
火
性
た
ち
の
大
き
な
労
気
を

う
え
て
く
れ
る

．
山川
。

出

忽

九

段

北

村

昌

男

州

・
ヒ
ン
ト
・
：
似
点
目
帥

b
f
t
f

将

mA宵
で
初
段
、

6
分
で
二
段
．

銃
一

悼内
紛

角

一

四

五

六

七

八

九

2 

銀 角

ミIf
宅再 王
τJ.' ド さff.百S

主圭

3 4 5 6 

... 
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健康fシフがーシヨシ

愛
の
献
血

⑮⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 

－』
協
力

あ
リ
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

協
力
行
れ
（

2
川
実
施
分
、

合
印
は
仙
川
、

※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

mJm献
胤
行
｝

境
地
区
A
M
水
向
欣
也、

水
向
山叩

山卵、

卜本卜
．日
抗
状
、
水
e
h

ドリ
除・
札口、

水
h

い川
勝
花
、
水
h
r

川
行
ぷ
｛
呂
崎

地

区

山

崎

俗
夫
、中小
h

い河
川
、

笹
川
地
区
A
H

折

芥

泊

地

区

会
以
崎
博
k
u

、
A
M
大
ヤ
・
汁
徳
、

A
H
鴨
川
元
、
会
小
川
除
、
A
M
川ド

坂
麻
紀
、

A
H
・十
以
wm
・川、

A
H
小

川
場
保
%
、
※
雌
崎
山
久
犬
、
※
結

美
智
代
、
※
品
輸
沢
栄
咲

f
、
※

大
谷
川

一
、
※
脱
出
川
ヒ

f
．

※
水
野
浩
・
1

※
永
作
正
倍
、

水
九
州
紀
「
、
み
川
か
チ
、
大

川
ド
紗
織
、
氷
山
崎
市
司
、
品
崎
市

初
、
大
村
山
子
大
和
博
美
、
ル
小

島
俊
犬
、
永
井
雄
．
郎
、

M
崎
山

成
、
出
中
教
、
島
田
労
、
水
品

’バル
m
f
五
箇
圧
地
区
A
H
佐
泌

問所、合大久保総維、AH刊秋

以叫・一、AH’I川問問、AH布
川附記、※心本占句、※凶

川氏佐犬、※広川．弘、佐

波勺校、河村布、不法ゎ付盟

加、－水仲庁側紀「、川内向HU、

4月の各種相談。時間 ロ会場 <fll,1炎1.:t1!1.m->

1日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～16:00 ロ制tll：センター
2日 心配ごと相談

（火） 。13 : 00～ 16 : 00 ロr1~； .i:11；センター

9日 心配ごと相談・母子父子相談

（火） 。13:00～16:00 ロ制初｜センター
10日 社会保険出張相談

(7)<) 。io:oo～15:00 ロ役場会議不
15日 裁判所出張調停相談

（月｝ 。9:30～16:00 口弘i祉センター
16日 心配ごと相談・行政相談

税務相談 ・人権相談
（火） 。13:00-16:00 ロ制十11：センタ
一
23日

心配ごと相談

。13 : 00 -16: 00 ロ ~·Mil；センター
（火） 交通事故相談所巡回相談

。10: 00～ 1 5 : 00 ロ ~ ！.＼ i~ll ii j t:.・;.i:11：センター
t- ー
24日 社会保険出張相談

（水） 。io:oo～15:00 ロ役場会議宅
30日 心配ごと相談

（火） 。13:00～16:00 ロr1.H11：センター

た
め
に
は
、
「米民党
」
、
「
泌
仙
」
、

「休
必
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

トほ
れ
を
込
る
、｝
と
が
大
切
で
す
。

川本
部武
教
室
で
は
、
『
自
分
の
健

康
は
自
分
の
手
で
守
る
」
た
め
、

食
生
活
改
善
を
中
心
に
、
高
脂

血
痕
、
一
品
血
匝
症
、
間一川
祖
師
位
症
、

食
品
添
加
物
、
刷
出
版
体
山保
等
に

つ
い
て
の
噛
州
議
と
凋
則
夫
刊
を

行
っ
て

い
ま
す
。
川
本
抗
食
数
寄
を

ゐ
ふ
る
，

I
5
L
ι
よ

U
こ
ま
、
年
：
l
正

S

J

i
／

J
l
i
s

－
”
 

と
判
川
町
食
中
hM
改
w
N
仙
川
地
H
H

の
会
制
状
が
火
付
さ
れ
ま
す
。

食
午
．的
改
玖
H
MW

進
い
は
、
い
剛

人
会
ゃ
な
人
会
な
ど
で
川
町
%

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

医松ミ

震本2
鍵恒2
f系 一
長子二

成
人
病
予
防
栄
養
教
室

制
川
町
で
は
、
州
出
版
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
を
け
指
し
て
、

成
人
州
JT防
栄
必
教
本
を
附
附

し
て
い
ま
す
。
人
中
制
作
時
代

を
迎
え
、
よ
り
他
山
に
過
ご
す

※母r手帳持参
3長 ？合 月 H 

会 場（対象 fiη；｝ 受付時間
機能訓練 4月1611（火） 保健センタ
(Ii石千； • I ’ f灸ii'.H,·1： 行） 013:00-13:30 

心の健康相談

lげ 4 JI 15 Fl OD 
！日古1：保健所

けむします。（ft52-1224) 。13:00～14:00
i~j!+'.;ft；主人の十1 1 .淡む受けます．

子育て教室
4 JI 1711附

［付金l～211.1') Jのみちゃんl。13:30～13:40 i~t定センター

とi>かあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 4月30II（刈 あさひ総合病院

(8{1'・ I JI 'I：まh ※） 。13:00ー13:30 守主庁Sタト干：十
4・5か月児健診 4 JI 1611 （必

保健センター
(71ドlI JI 'I：まiL※） ()9:30～10:00 
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三種混合予防接種が変わります
4月から、三種混合予防接種は、所定の医療機関
で受けていただくことに芯ります。

対象者の万には、医療機関用の予診票を郵送いた

します。お子僚の健康を守るため、予防接種は忘れ

ずに受けましょう。

・問合せ朝日町保健センター

〈宮83-3309)

『写真で見る朝日町のう

つつかわりJふり

入艶笛察署

管 内

物i員事~

116 
(106) 

30 
( 46) 

調耽一
甲ル澗十

術相一政一儲一M側一M川

生剛FE｜川寸川
発）子一知一lけ一！日

故（天前門出什川
事竺一仲一3山一U（

遇制一
交問一

休日救急診療当番医 務鵠～午後関

4月ア日（日） 伊東医院 宮83-0504

4月14日（日 坂東病院 fi83-2299 
4月21日日） 高桜医院 B82-0010 
4月28日目） 橘 医 院 B82-0791 
4月四回目） 寺崎医院 fi82-ll l 8 

ガソリンスタンド休日当番店

4月ア日臼） 大谷石油 古田－0703
4月14日日） 小川石油 岱83-3033

4月21日目） 浜岡商店 岱82-0578
4月28日日） 全店営業
4月四日伺） 全店営業
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第2・第4土曜日lcl:外来休鯵｛銀行）です。
急患は夜間・休日を倒わす、24時間いつでも受付します。n83-1160あさひ総合病院
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あなたの回りの身近な話題を待っています〈企83-1100内線212）ヘ。

一蛭谷分校の長津くん
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な
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。
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ボ
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テ
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ソ
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と
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。
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っ
て
洗
練
さ
れ
て
、

鋭

繊
細
流
艇
に
し
て
優
美
典
械
に
い
む
か
れ
る
よ
う

叫

に
な
り
発
展
し
た
。
し
か
し
、
引
代
、
仙
仙
の
品
川

内

の
分
好
と
同
じ
く
似
心
h
J
U
、
そ
の
大
衆
化
と
と

も
に
捜
面
芸
術
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
新
し

い
仮
名
の
姿
を
求
め

一
つ
の
流
れ
は
大
字
仮
名

へ
、
も
う

．
方
の
流
れ
は
、
詩
文
洋
（
近
代
詩

文
押
・新
有
芸
・調
和
体
）
へ
と
進
ん
で
い

っ
た
。

こ
の
作
品
は
、

二
首
の
和
歌
を
大
字
が
な
で

制
作
さ
れ
て
い
る
。
鋭
く
厚
み
の
あ
る
中
に
、

温
か
み
を
含
ん
だ
線
質
や
潤
渇
の
表
現
の
美
し

き
ゃ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
空
円
の
芙
も
兄
逃
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
巧
み
な
構
成
と
造
形
と
で
、

壁
耐
芸
術
と
し
て
の
仮
名
作
品
の
効
果
を
出
し

て
い
る
と
と
も
に
、
仮
名
悶
有
の
伝
統
の
美
し

き
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

竹
山
崎
喬
蓮
は
、
小
山
家
綱
に
師
事
。
昭
和
一一一

十
六
年
か
ら
泊
高
等
学
校
で
教
べ
ん
を
と

っ
て

し
た

うがi)~ 
すの帆
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援
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V
今
月
号
の
特
集
は
予
算
。

だ
け
わ
か
り
や
す
い
常
葉
で
編
集
を

心
が
け
た
つ
も
り
で
す
が
、
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
制
介
し
た

よ
う
に
平
成
八
年
度
予
算
は
、

一
般

会
計

・
特
別
会
計

・
企
業
会
計
を
合

計
す
る
と
百
二
十

一
億
八
千
一一
百
三

十
二
万
円
。
金
稲
が
大
き
す
ぎ
て
ピ

ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
虫
か
な
臼
然
と
文
化
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
。
あ
さ
ひ
乙
の
実
現
を
目

指
し
、
多
を
か
た
ち
に
す
る
予
算
で

す
V
と
こ
ろ
で
「
広
報
あ
さ
ひ
」
が

創
刊
さ
れ
た
の
は
、
川
町
和
三
十
年
六

月
二
十
日
。
一

町
六
村
が
合
併
し
、

朝
H
町
が
誕
生
し
た
現
年
の
こ
と
で

し
た
。
今
月
号
で
四
百
八
十
八
号
。

指
折
り
数
え
て
い
く
と
、
米
作
の
間

丹
口
す
で
ち
ょ
う
ど
五
百
円
す
に
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
は
、
縮
刷
版
の
発
行
も

考
え
て
い
ま
す
V
さ
て
、
い
よ
い
よ

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
。
私
内
身
、
出

報
担
肉
ー
と
な
り
二
年
同
と
な
リ
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
親

し
ま
れ
、
よ
り
愛
さ
れ
る
広
報
づ
く

り
を
目
指
し
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る

包週間)lj.両日月比世帝数 5,193 (-9) H8.3 1現在｛計17'338 ( -20) 女 9,208(-21)1) 
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〔町の人口〕男 8.130( + 


